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（別紙様式４） 

平成29年3月31日現在 

 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

アーツカレッジ 

ヨコハマ 

昭和58年4月1日 四方 智治  〒220-0072 
神奈川県横浜市西区浅間町 二丁目105-8 

     （電話）045-324-0011 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人 

情報文化学園 

昭和58年4月1日 中村 孝雄  〒220-0072 
神奈川県横浜市西区浅間町 二丁目105-8 

     （電話）045-324-0011 

目 

的 

企業と連携し、資格知識を社会人として活かせる実践的かつ専門的な知識・技術・技能を身につ
けたエンジニアを育成する。 

分野 課程名 学科名 修業年限 
（昼、夜別）

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数

専門士の付与 高度専門士の付与

商業実務 商業実務専門

課程 
情報処理学科 昼 2年 

1935単位時間

（又は単位）

平成22年文部科学省

告示第154号 
 

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

1920 単位時間 

（又は単位） 
690 単位時間

（又は単位）

0 単位時間

（又は単位）

0 単位時間 

（又は単位） 
0 単位時間

（又は単位）

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 37 人 6 人 4 人 10 人

学期制度 ■１学期：4月1日から7月第5週まで 

■２学期：8月1日から11月第4週まで 

■３学期：11月第5週から翌年3月31日まで

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

成績評価は、期末試験等の成績、

平常の成績及び出席率を総合評価

して決定します。 

各教科の評価方法は、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄの４段階です。 

この４段階評価のうち、Ａ、Ｂ、

Ｃ、は合格、Ｄは不合格となりま

す。 
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長期休み ■学年始め：4月1日 

■夏 季：8月1日から8月31日まで 

■冬 季：12月第4週から翌年1月7日まで

■春 季：3月第1週から3月31日まで 

■学 年 末：3月31日 

卒業・進級条件

 

卒業条件 

学科の教育課程に定められた必修科

目(選択必修科目を含む)のうち 

卒業学年までに履修しなければなら

ない科目を合格(成績評価がC以上)

すること。卒業条件に該当しなけれ

ばその学年を再履修する。 

進級条件 

学科の教育課程に定められた必修

科目(選択必修科目を含む)のうち

当該学年までに履修しなければなら

ない科目を合格(成績評価がC以上)

すること。 

生徒指導 ■クラス担任制（有・無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

電話・メールでの連絡、個人面談、保護

者連携、出席管理、カウンセリング 

課外活動 ■課外活動の種類 
国際タイピング大会、プログラミ

ングコンテスト、ソフトウェア開

発合宿、新入生研修旅行、新入生

レクリエーション、学園祭、体育

祭、卒業研究発表会、卒業研修、

スキー&スノーボード旅行 

■サークル活動（有・無） 

就職等の状況 ■主な就職先、業界等 

旭情報サービス株式会社 

株式会社富士通ソーシアルサイエンス 

ラボラトリなど 

IT業界、サービス業界など 

■就職率※１ 92.9％ 

■卒業者に占める就職者の割合※２  

 92.9％ 

■その他（任意） 

進学 0％ 

（平成28年度卒業者に関する平成29年3月31日時

点の情報） 

主な資格・検定
基本情報技術者、ITパスポート、情報

処理技術者能力認定試験2級1部 

ORACLE MASTER Bronze、Oracle  

Java SE7 Bronze 

Microsoft Office Specialist Word 

2010 

Word 2010 Expert、Excel 2010 

Excel 2010 Expert、Access 2010 

PowerPoint 2010、秘書検定 

ビジネス文書検定、全経簿記検定 

日商簿記検定 

中途退学の現状 ■中途退学者  0名  ■中退率 0 ％ 

平成 28年 4月  1日在学者  37名（平成 28年 4月入学者を含む） 

平成 29年 3月 31日在学者  37名（平成 29年 3月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 

■中退防止のための取組 

電話・メールでの連絡、個人面談、保護者連携、出席管理、カウンセリング 

ホームページ URL:http://www.kccollege.ac.jp 

 

※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義による。 

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものとする。 

②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から

採用通知などが出された者）をいう。 

③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進

路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含まない。 

※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等としている。ただし、卒業の
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見込みのない者、休学中の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は

除いている。 

※２「学校基本調査」の定義による。 

全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいう。 

「就職」とは給料，賃金，報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就いた者は含めるが，家事手伝い，臨時的な仕

事に就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う。） 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

 企業等と組織的な連携体制を確保し、教育課程編成委員会を設置し、本校情報処理学科の教育課程を作成することとする。

委員は、業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体や、実務に関する知識、技能、能力などについて知見

のある企業等の役員又は職員や、専攻分野に関する学会や学術機関等の有識者から構成し、教育課程編成で必要となる授業科目

の開設・改善・工夫等に関する意見を積極的に提案し、それを教育課程編成に活かすものとする。 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成28年4月1日現在

名 前 所   属 

高橋 佑至 一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 常任理事 

山口 啓介 スーパーエンジニア株式会社 

髙橋 徹郎 株式会社アイネット 

武田 路子 学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ 教務部部長 

田中 友之 学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ 教務部教務課課長 

黒田 宗巳 学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ 情報処理学科主任 

山﨑 玲美 学校法人情報文化学園アーツカレッジヨコハマ 情報処理学科 

（開催日時） 

平成２８年度 第１回 平成28年7月26日 15：00～17：00 

平成２８年度 第２回 平成29年3月1日 15：00～17：00 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

情報処理技術を利用した便利なシステムの開発を行い、クライアントの要求にこたえられる技術者を育成するために、情報処

理技術者として必要な知識や技術力を養えるようにする。そのため演習中心の授業を行い、学生が制作した課題に対して、フィ

ードバックをし、評価を行う。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

システム開発Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
クライアントの要求を考え、システム開発の要件定義か

ら開発工程までを学ぶ 

スーパーエンジニア株式会社 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

研修規程第5条に基づき、本校教職員は、担当業務を遂行するために必要な知識・技術・技能の向上を図るとともに、新たな

業務上の要請に応えるための能力開発・向上に努めなければならない。また、情報処理学科の研修計画の立案に対しては、研修

規程第6条に基づき、教育課程編成委員会から提出される、必要となる実務に関する知識、技術、技能修得、及び、授業、学生

に対する指導力向上を目的とした企業等と連携した研修計画案に留意した計画を作成しなければならない。そして、その研修計

画作成に際しては、教員の業務経験や能力や役職に応じて作成する。 

４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成28年4月1日現在

名 前 所   属 

菊池 匡文 横須賀商工会議所 

川原吹 亮 株式会社ホロニックソリューションズ 

花井 直人 有限会社熱中日和 

山口 啓介 スーパーエンジニア株式会社 

村上 光永 株式会社セイフティ・ユー 

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL:http://www.kccollege.ac.jp 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.kccollege.ac.jp 
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授業科目等の概要 

（商業専門課程情報処理学科）平成２８年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 

業 
時 

数 

単 

位 

数 

授業方法 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

〇   
国家試験対

策AⅠ 

基本情報技術者試験の午前試験で出題され

る問題を解くために必要な知識と解法を学

習する。 

1 

①
60  〇 △  

〇   
国家試験対

策AⅡ 

基本情報技術者試験の午後試験で出題され

る問題を解くために必要な知識と解法を学

習する。 

1 

②
60  〇 △  

〇   
国家試験対

策AⅢ 

応用情報技術者試験で出題される問題を解

くために必要な知識と解法を学習する。 

1 

③
60  〇 △  

〇   
システム開

発Ⅰ 
システムの仕組みと開発手順を学習する。

1 

①
30  △ 〇  

〇   
システム開

発Ⅱ 

教員から出題された要件を満たすシステム

を開発する。 

1 

②
30  △ 〇  

〇   
システム開

発Ⅲ 

企業から出題された課題（システムの開発）

に取り組む。成果としてシステムの設計書

を提出する。 

1 

③
30  △ 〇  

〇   
Webプログラ

ミングⅠ 
HTMLの構文とタグの意味を学習する。 

1 

①
30  〇 △  

〇   
Webプログラ

ミングⅡ 
CSSの構文とタグの意味を学習する。 

1 

②
30  〇 △  

〇   
Webプログラ

ミングⅢ 

教員から出題された要件を満たすWebサイ

トを制作する。 

1 

③
30  〇 △  

〇   
就職導入講

座Ⅰ 

履歴書の書き方、スーツの着こなし方など

を学習する。 

1 

①
30  〇 △  
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〇   
就職導入講

座Ⅱ 

就職採用試験で実施される面接試験の受け

答え方法などを、実践練習などを通して学

習する。 

1 

②
30  〇 △  

〇   
就職導入講

座Ⅲ 

学生と面談を行い、卒業後の進路（就職ま

たは進学）を決定する。 

1 

③
30  〇 △  

〇   一般教養Ⅰ 
就職採用試験で出題される一般教養の問

題、国語、数学、社会を学習する。 

1 

①
30  〇 △  

〇   一般教養Ⅱ 
就職採用試験で出題される一般教養の問

題、国語、数学、社会を学習する。 

1 

②
30  〇 △  

〇   一般教養Ⅲ 
就職採用試験で出題される一般教養の問

題、国語、数学、社会を学習する。 

1 

③
30  〇 △  

〇   ゼミ研Ⅰ 

『ゲーム』『アプリ開発』など、７つの研究

テーマから、自分に興味がある授業を選択

してテーマに沿ったモノづくりを行う。 

1 

①
45  △ 〇  

〇   ゼミ研Ⅱ 

『ゲーム』『アプリ開発』など、７つの研究

テーマから、自分に興味がある授業を選択

してテーマに沿ったモノづくりを行う。 

1 

②
45  △ 〇  

〇   ゼミ研Ⅲ 

『ゲーム』『アプリ開発』など、７つの研究

テーマから、自分に興味がある授業を選択

してテーマに沿ったモノづくりを行う。 

1 

③
45  △ 〇  

〇   
スキルアッ

プ講座Ⅰ 

基本情報技術者試験の午前試験と

Microsoft Office Specialist Word 2010

で出題される問題を解くために必要な知識

と解法を学習する。 

1 

①
45  〇 △  

 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン基礎Ⅰ 

Microsoft Office Specialist Excel 2010

で出題される問題を解くために必要な知識

と解法を学習する。 

1 

①
30  〇 △  

 〇  
国家試験対

策PⅠ 

基本情報技術者試験の午後試験で出題され

る問題を解くために必要な知識と解法を学

習する。 

1 

②
30  〇 △  

 〇  
国家試験対

策PⅡ 

基本情報技術者試験の午後試験で出題され

る問題を解くために必要な知識と解法を学

習する。 

1 

③
30  〇 △  

 〇  
プログラミ

ング基礎Ⅰ 

Javaの基本文法（変数宣言、条件分岐、繰

り返しなど）を学習する。 

1 

①
60  〇 △  
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 〇  
プログラミ

ング基礎Ⅱ 
Javaのオブジェクト指向を学習する。 

1 

②
60  〇 △  

 〇  
プログラミ

ング基礎Ⅲ 

教員から出題された要件を満たす Java の

プログラムを開発する。 

1 

③
60  〇 △  

 〇  
ビジネスマ

ナーⅠ 

秘書に必要とされる資質、職務知識、一般

知識を学習する。 

1 

①
30  〇 △  

 〇  
ビジネスマ

ナーⅡ 

秘書に必要とされるマナー、接遇、技能を

学習する。 

1 

②
30  〇 △  

 〇  
ビジネスマ

ナーⅢ 

秘書検定で出題される問題を解くために必

要な知識と解法を学習する。 

1 

③
30  〇 △  

 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン基礎Ⅰ 

Microsoft Office Specialist Excel 2010

で出題される問題を解くために必要な知識

と解法を学習する。 

1 

①
30  〇 △  

 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン基礎Ⅱ 

Microsoft Office Specialist PowerPoint 

2010 で出題される問題を解くために必要

な知識と解法を学習する。 

1 

②
30  〇 △  

 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン基礎Ⅲ 

Microsoft Office Specialist PowerPoint 

2010 で出題される問題を解くために必要

な知識と解法を学習する。 

1 

③
30  〇 △  

 〇  簿記Ⅰ 簿記の基礎（仕訳など）を学習する。 
1 

①
30  〇 △  

 〇  簿記Ⅱ 
簿記能力検定試験３級で出題される問題を

解くために必要な知識と解法を学習する。

1 

②
30  〇 △  

 〇  簿記Ⅲ 
日商簿記検定３級で出題される問題を解く

ために必要な知識と解法を学習する。 

1 

③
30  〇 △  

〇   
国家試験対

策AⅣ 

応用情報技術者試験の午前試験で出題され

る問題を解くために必要な知識と解法を学

習する。 

2 

①
60  〇 △  

〇   
国家試験対

策AⅤ 

応用情報技術者試験の午後試験で出題され

る問題を解くのに必要な知識と解法を学習

する。 

2 

②
60  〇 △  
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〇   卒業研究Ⅰ 

これまで学習したことを活かして、学生が

自ら発案したシステムやアプリケーション

を開発する。 

2 

③
60  △ 〇  

〇   一般教養Ⅳ 
就職採用試験で出題される一般教養の問

題、国語、数学、社会を学習する。 

2 

①
30  〇 △  

〇   一般教養Ⅴ 
就職採用試験で出題される一般教養の問

題、国語、数学、社会を学習する。 

2 

②
30  〇 △  

〇   一般教養Ⅵ 
就職採用試験で出題される一般教養の問

題、国語、数学、社会を学習する。 

2 

③
30  〇 △  

〇   
システム開

発Ⅳ 

企業から出題された課題（システムの開発）

に取り組む。成果としてシステムの開発状

況を報告する。 

2 

①
30  △ 〇  

〇   
システム開

発Ⅴ 

企業から出題された課題（システムの開発）

に取り組む。成果として開発したシステム

を提出する。 

2 

②
30  △ 〇  

〇   
システム開

発Ⅵ 

これまで学習したことを活かして、学生が

自ら発案したシステムを開発する。 

2 

③
30  △ 〇  

〇   
就職対策講

座Ⅰ 

採用試験を受験する企業の選定方法を学習

して、実際に企業の選定を行う。 

2 

①
15  〇 △  

〇   
就職対策講

座Ⅱ 

採用予定の企業から出題された課題に取り

組むほか、社会人として必要な礼儀やマナ

ーなどを学習する。 

2 

②
15  〇 △  

〇   
就職対策講

座Ⅲ 

採用予定の企業から出題された課題に取り

組むほか、社会人として必要な礼儀やマナ

ーなどを学習する。 

2 

③
15  〇 △  

〇   
スキルアッ

プ講座Ⅱ 

ORACLE MASTER Oracle Database Bronze 11g 

SQL基礎ⅠとMicrosoft Office Specialist 

Word 2010 Expertで出題される問題を解く

ために必要な知識と解法を学習する。 

2 

①
45  〇 △  

〇   ゼミ研Ⅳ 

『ゲーム』『アプリ開発』など、７つの研究

テーマから、自分に興味がある授業を選択

してテーマに沿ったモノづくりを行う。 

2 

①
45  △ 〇  

〇   ゼミ研Ⅴ 

『ゲーム』『アプリ開発』など、７つの研究

テーマから、自分に興味がある授業を選択

してテーマに沿ったモノづくりを行う。 

2 

②
45  △ 〇  
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〇   ゼミ研Ⅵ 

『ゲーム』『アプリ開発』など、７つの研究

テーマから、自分に興味がある授業を選択

してテーマに沿ったモノづくりを行う。 

2 

③
45  △ 〇  

 〇  
プログラミ

ング応用Ⅰ 

JavaサーブレットとJSPの基本文法などを

学習する。 

2 

①
30  △ 〇  

 〇  
プログラミ

ング応用Ⅱ 

JavaサーブレットとJSPを使用したシステ

ムを設計する方法を学習する。 

2 

②
30  △ 〇  

 〇  
プログラミ

ング応用Ⅲ 

これまで学習したことを活かして、学生が

自ら発案したシステムを開発する。 

2 

③
30  △ 〇  

 〇  
データベー

スⅠ 

Oracle Database で使用される SQL の構文

と単語の意味を学習する。 

2 

①
30  〇 △  

 〇  
データベー

スⅡ 
Oracle Databaseの仕組みを学習する。 

2 

②
30  〇 △  

 〇  
データベー

スⅢ 

ORACLE MASTER Oracle Database Bronzeに

出題される問題を解くのに必要な知識と解

法を学習する。 

2 

③
30  〇 △  

 〇  

サーバーア

ーキテクチ

ャⅠ 

ネットワークの基礎（OSI 参照モデル、ト

ポロジ、プロトコルなど）と機器（スイッ

チ、ルータ）の設定方法を学習する。 

2 

①
60  〇 △  

 〇  

サーバーア

ーキテクチ

ャⅡ 

Linux OSのコマンドを学習する。 
2 

②
60  〇 △  

 〇  

サーバーア

ーキテクチ

ャⅢ 

Linux OSでサーバーを構築する。 
2 

③
60  〇 △  

 〇  
ビジネスマ

ナーⅣ 

ビジネス文書に必要とされる表記技能、表

現技能を学習する。 

2 

①
30  〇 △  

 〇  
ビジネスマ

ナーⅤ 

ビジネス文書に必要とされる実務技能を学

習する。 

2 

②
30  〇 △  

 〇  
ビジネスマ

ナーⅥ 

ビジネス文書検定で出題される問題を解く

ために必要な知識と解法を学習する。 

2 

③
30  〇 △  
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 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン応用Ⅰ 

Microsoft Office Specialist Excel 2010 

Expert で出題される問題を解くために必

要な知識と解法を学習する。 

2 

①
30  〇 △  

 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン応用Ⅱ 

Microsoft Office Specialist Access 2010

で出題される問題を解くために必要な知識

と解法を学習する。 

2 

②
30  〇 △  

 〇  

ビジネスア

プリケーシ

ョン応用Ⅲ 

Microsoft Office Specialist Access 2010

で出題される問題を解くために必要な知識

と解法を学習する。 

2 

③
30  〇 △  

 〇  会計学Ⅰ 

簿記能力検定試験２級で出題される商業簿

記の問題を解くために必要な知識と解法を

学習する。 

2 

①
30  〇 △  

 〇  会計学Ⅱ 

簿記能力検定試験２級で出題される工業簿

記の問題を解くために必要な知識と解法を

学習する。 

2 

②
30  〇 △  

 〇  会計学Ⅲ 
日商簿記検定２級で出題される問題を解く

ために必要な知識と解法を学習する。 

2 

③
30  〇 △  

 〇  
資格試験対

策講座Ⅰ 

将来役に立つ又は興味がある資格の取得を

目指して学習する。 

2 

①
30  △ 〇  

 〇  
資格試験対

策講座Ⅱ 

将来役に立つ又は興味がある資格の取得を

目指して学習する。 

2 

②
30  △ 〇  

 〇  
資格試験対

策講座Ⅲ 

将来役に立つ又は興味がある資格の取得を

目指して学習する。 

2 

③
30  △ 〇  

合計 71科目 2565単位時間（ 単位）

 


